























































































































































































































































































































































　＜１＞ Capsule Tokyo la Boutique Sweet & 
Gothique lolita
De la Gothique Lolita au style Candy en 
passant par les fripes les plus excentriques. 
Capsule Tokyo, c'est un concentré de toutes 
les tendances vestimentaires japonaises aux 















































































　＜２＞Si tu es fan du Japon [comme moi], 
si tu aimes l'excentricité des nippons, si ton 
rêve est d'aller au pays du soleil levant : Ce 
blog est pour toi -　（goth-lolita-doll.skyrock.
com/）
　きみが、（僕みたく）日本のファンなら、日本
人のかわってるとこすきなら、夢は＜日いづる国
＞にいくことというなら、このブログは、きみに
うってつけ。（私訳）
　ここでの＜メディア＞の交差は、多層的だ。観
光であり、ファッションであり、異文化であり、
旧知のメディアなどである。しかも、それらのひ
とが、目的とともに、＜切断＞をみつめる、さま
ざまな＜視線＞をたずさえている。
　＜ゴスロリ＞衣装で、ここに、あるきにきたひ
ともおおい。全国からやってくる、という。また、
ここの店で＜ゴスロリ＞をコーデしてもらって、
町中へくりだすひともいる。
　さて、＜ゴスロリ＞じたいの特徴であるが、あ
ついメークと、服をしっかりきこむ。そのため、
（現代の服装としては）着衣に時間がかかる。が、
＜キモノ＞とちがい、ごくふつうに、１人できら
れる。＜メーク＞と＜服＞、＜切断＞の中心部分
であるが、様相の分析は、他の研究にゆずる。
　このため、不自由な＜ファッション＞とみられ
がちだ。が、杉本氏による、たいへん興味ぶかい
指摘がある。＜ファッション＞には、ふつう、お
おくの抵抗がある、という。
　たとえば、白いハダにするため、陽ざしをうけ
ない。足、腕をだして、みせるため、脱毛する。
美容整形をする。服にあわせてダイエットする。
などなどである。
　ところが、＜ゴスロリ＞のばあい、化粧はしっ
かりするので、もとのハダの色は（あまり？）関
係ない。日焼け予防は不要。腕もそのままでは（あ
まり）ださず、足は原則、タイツなので、脱毛し
なくてよい。
　衣服はごっそり着こむので、体型は気にしなく
てよい。原則、ダイエットは不要だ、という。（体
型について、とくに拘束的なのは＜歴史的なコル
セット＞だろう。）さらに、＜人形のようにおと
なしい＞のがポイントなので、ミスユニバースば
りに、スピーチやコメントの勉強はいらない。
　これを、総じて、杉本氏は、＜ゴスロリ＞は、
不自然なファッションとみられがちだが、実はそ
うでなく、体の要求にむりのないという意味で、
自然なファッションだ、とされる。衣服にあせて、
ダイエット、他人の視線を気にして脱毛など、た
しかに、たいへんな努力ではある。（もうしわけ
ないが、論者にはわかりません。）
　＜身体への拘束＞をみていくと、＜切断＞は、
ほぼ＜衣服＞、＜メーク＞にもとづいたが概念で
あることが、わかる。ここで、＜拘束（言葉どお
りり）＞や＜切断（比ゆ）＞をふくむ、＜身体の加
工？＞のような概念領域に逢着する。　
　ＢＢＣは日本のファッションを（その代表は＜
ゴスロリ＞）とりあげて、＜日本人は究極のファッ
ションの犠牲者＞という番組をくんだ。しかし、
杉本氏のおっしゃる＜自然さ＞を基準にすると、
衣服が（あるいは、ファッションが）、人間の姿
を拘束する文化が彼地には、前提的にあることに
なる。
77
北岡一道　　きり、つないで、みせる
６。＜付記＞。
　日本の＜キモノ＞の伝統に関する情報をいた
だいた、仁愛女子短期大学講師、前田博子先生；
＜ゴスロリ＞に関する所説を、ご回答として敷衍
説明していただいた、京都精華大学研究員、杉本
ジェシカ先生；＜象徴的切断＞の概念について、
論者の素朴な質問におこたえいただいた、大谷大
学教授（大阪大学名誉教授）、鷲田清一先生に、
お礼もうしあげます。
＜終了＞
５。むすび。
　ここでは、第１に、＜象徴的切断＞では、＜圧
倒的な他者の視線＞が前提になっていること。
　第２に、＜メディア的拡張（延長）＞では、皮
膚の延長といいながら、交換関係から、＜第２の
衣服＞、＜第１の衣服＞という項対立の事態がお
こっていること。
　第３に、副産物的だが、＜切断＞や＜延長＞を
こえる＜加工＞の事態が存在し、それが、より本
質ではないか、ということ。
　以上の３点を指摘しておく。ファッションは、
たしかに、細部にやどるものではあるが。
